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セ

ン

タ

ー

日

誌

「
教
師
の
姿
勢
」

　
　
　
　上

川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

所
　
長
　
山
　
下
　
尚
　
年

技
術
・
家
庭
科　

　

栽
培
の
授
業
。
男
女
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
苗
の
移
植
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
生
長
と
収
穫

が
楽
し
み
で
す
。　
　
　
　
（
旭
川
市
立
神
居
中
学
校
）

４
月
２
日　

新
任
所
員
就
任

４
月
11
日　

研
修
講
座
講
師
委
嘱
状
交
付
式

　
　
　
　
　

講
座
内
容
研
究
協
議
会

４
月
23
日　

講
座
申
込
一
次
締
切
り

４
月
25
日　

パ
ソ
コ
ン
講
座
運
営
委
員
会
議

５
月
16
日　

研
修
講
座
開
始（
特
別
支
援
教
育
）

６
月
１
日　

パ
ソ
コ
ン
講
座
開
始
（
表
計
算
）

７
月
２
日　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
111
号
発
行

※　

毎
週
火
曜
日　

定
例
研
究
室
会
議

※　

随
時　

研
修
講
座
講
師
打
合
せ
会
議

　

新
し
い
教
育
の
あ
り
方
を
求
め
て
、
教
育
改

革
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
学
校
教
育
に
お

い
て
も
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実
施
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
向
か
っ
て
、
夢
や

希
望
を
も
っ
て
積
極
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
図
る
教
育
の

充
実
が
一
層
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
時
、
岩
手
県
釜
石
市
で
は

市
内
の
小
中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
津
波
の
難
を

逃
れ
、
多
く
の
人
た
ち
が
「
釜
石
の
奇
跡
」
と

呼
ん
だ
小
中
学
生
の
行
動
は
、
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
発
生
時
に
自
宅
で
一
人
で
い
た

小
学
一
年
生
は
、
自
力
で
避
難
所
へ
避
難
し
、

弟
と
二
人
で
い
た
小
学
六
年
生
は
、
逃
げ
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
自
宅
周
辺
に
数
十
セ
ン
チ
の
水

量
が
迫
っ
て
く
る
こ
と
に
気
づ
き
、
と
っ
さ
の

判
断
で
弟
を
連
れ
て
自
宅
の
三
階
へ
上
が
り
難

を
逃
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
中
学
生
は
機
能

し
な
い
校
内
放
送
を
待
た
ず
、
自
分
た
ち
で
隣

接
す
る
小
学
生
の
手
を
引
き
自
主
的
に
避
難
し

た
そ
う
で
す
。
い
ず
れ
も
、
教
室
で
学
ん
だ
こ

と
を
も
と
に
自
分
で
考
え
、
判
断
し
、
行
動
し

た
こ
と
が
、
生
き
て
い
く
力
や
生
き
ぬ
く
力
と

な
っ
て
自
分
た
ち
の
命
を
守
っ
た
の
で
す
。
教

師
の
「
命
を
守
る
」
姿
勢
と
徹
底
し
た
指
導
が
、

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
に
結
び
つ
い
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
「
自
ら
考
え
、自
ら
判
断
し
、自
ら
行
動
す
る
」

力
を
身
に
付
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
社
会
や

生
活
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
状
況
に
お

か
れ
て
も
、
そ
の
力
が
生
か
さ
れ
活
用
で
き
る

よ
う
に
育
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
実

現
さ
れ
た
「
釜
石
の
奇
跡
」
に
学
び
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
前
に
立
ち
、「
生
き
る
力
」

を
培
う
の
は
教
師
の
仕
事
で
す
。
緊
要
な
課
題

と
さ
れ
て
い
る
「
確
か
な
学
力
」
は
勿
論
の
こ

と
、「
生
き
方
」も
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
深
い
愛
情

と
使
命
感
、
高
い
専
門
性
と
豊
か
な
人
間
性
を

も
っ
た
教
師
の
存
在
が
必
要
で
す
。
自
分
を
磨

き
上
げ
た
教
師
の
凛
と
し
た
姿
が
あ
れ
ば
、
子

ど
も
た
ち
は
何
か
を
感
じ
て
く
れ
る
は
ず
で
あ

り
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
く
れ
ま
す
。
激
動
の
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
教
師
一
人
一
人
が
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
未
来
の
た
め
に
、
ど
ん
な
「
生
き

る
力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
を
問
い
返
し
、
教
師
の
知
恵
を
結
集
し
た

創
造
的
な
教
育
実
践
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
『
一
樹
一
穫
は
穀
な
り　

一
樹
十
穫
は
木
な

り　

一
樹
百
穫
は
人
な
り
』
人
を
育
て
る
大
事

さ
の
自
覚
と
誇
り
を
も
っ
て
指
導
に
あ
た
る
、

そ
の
よ
う
な
教
師
の
姿
勢
に
期
待
し
ま
す
。

随

想

　

各
季
節
に
１
回
ず
つ
、
学
校
の
裏
に
あ
る
森
に
入
っ
て
、

森
林
管
理
署
の
方
の
ご
指
導
の
も
と
、
樹
液
を
採
っ
た
り
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
測
量
の
仕
方
を
学
ん
だ

り
と
、
み
ん
な
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の
苗
を
植
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
か
ら
大
き
く
成
長
し
て
い
く
の
が
と
て
も
楽

し
み
で
す
。　　
　
　
　
　
（
幌
加
内
町
立
朱
鞠
内
小
学
校
）
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委
嘱
状
交
付
式
、

講
座
内
容
研
究
協
議
会

　

四
月
十
一
日
、
研
修
講
座
の
講
師
委
嘱
状
交

付
及
び
講
座
内
容
研
究
協
議
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
三
十
四
講
座
、
百
十
七
名
の
教

職
員
が
講
師
に
委
嘱
さ
れ
、
上
川
教
育
局
、
旭

川
市
教
育
委
員
会
の
方
々
が
見
守
る
中
、
代
表

と
し
て
沓
澤
昭
一
朝
日
小
学
校
長
が
委
嘱
状
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
研
修
講
座
は
、
管
内
各
学
校
、
教

育
関
係
機
関
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
改

善
と
充
実
を
図
り
、
第
十
四
次
三
か
年
計
画
の

第
一
年
次
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

講
座
内
容
研
究
協
議
会
で
は
、
専
門
的
知
識

や
実
践
的
指
導
力
の
向
上
に
向
け
、
講
座
の
内

容
や
日
程
に
つ
い
て
熱
心
に
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

特
別
支
援
の
考
え
方
は
、
教
育
だ
け
で
な
く

社
会
全
体
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
再
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
考
え
方
か
ら
、

子
ど
も
の
成
長
は
周
囲
の
環
境
に
よ
っ
て
大
き

く
変
わ
る
こ
と
に
気
を
つ
け
、
今
後
の
実
践
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
旭
川
市
立
神
楽
岡
小
学
校　

加
賀
谷
奈
未
）

講
座
の
様
子
か
ら

　

本
講
座
で
は
、
学
級
経
営
に
お
い
て

重
要
な
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
や
具
体
的
な

取
組
に
つ
い
て
、
講
師
の
先
生
方
か
ら

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
日
々
の
実
践

を
交
流
で
き
た
こ
と
が
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
陵
雲
小
学
校　

守
家　

純
二
）

２　学級経営①　５/17

＝
講　

師
＝

上
村　

喜
明
（�

北
海
道
立
特
別
支
援

教
育
セ
ン
タ
ー
情
緒

障
害
教
育
室
長
）

重
清　

泰
幸
（
光
陽
中　
　

教
諭
）

広
野　

則
子
（
大
町
小　
　

教
諭
）

谷
野　

孝
導
（
旭
川
中　
　

教
諭
）

＝
講　

師
＝

日
比
野
正
人
（
台
場
小　

教
頭
）

石
川　

裕
司
（
北
鎮
小　

教
諭
）

鈴
木　

一
朗
（
西
御
料
地
小　

教
諭
）

高
綱　

智
美
（
明
星
中　

教
諭
）

研
修
講
座

寸
描 
そ
の
１

１　特別支援教育①　５/16
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毎
日
、
事
務
職
員
と
し
て
学
校
で
働
い
て
い

く
中
で
仕
事
の
方
向
性
を
考
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
講
座
で
は
様
々
な
視
点
か
ら
の

事
務
職
員
と
し
て
の
在
り
方
、
学
校
間
連
携
、

実
務
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

変
有
意
義
な
機
会
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
高
台
小
学
校　

岸
田　

宗
子
）

＝
講　

師
＝

奥
山
ゆ
み
子
（
啓
北
中　

校
長
）

加
藤　

孝
夫
（
永
山
南
中　

事
務
職
員
）

坂
本　

典
之
（
上
富
良
野
中　

事
務
職
員
）

吉
田　
　

豊
（
広
陵
中　

事
務
職
員
）

高
橋　

裕
司
（�

北
海
道
教
育
庁
教
育

職
員
局
職
員
事
務
セ

ン
タ
ー

市
町
村
立
学
校
手
当

認
定
第
一
グ
ル
ー
プ

　

主
任
）

夏季休業を利用して研修を深めませんか？
夏季休業中及び夏季休業直後の研修講座申込みを随時受け付けております。

希望される場合は研修センター（２４―２５０１）にご連絡ください。

開催期日 研修講座名 会　　　場 備　　　考

７月26日（木） 指導技術基礎 旭川市立春光小学校

７月27日（金） 国語科指導 研修センター ２回目９月５日

７月30日（月） 社会科指導 研修センター ２回目９月６日

７月31日（火） 算数・数学科指導 研修センター ２回目８月30日

７月31日（火） 国際理解教育 研修センター

８月１日（水） 理科指導 研修センター ２回目９月５日

８月１日（水） 外国語科（英語）指導 研修センター ２回目８月29日

８月３日（金） 生徒指導 研修センター ２回目10月11日

８月３日（金） 幼稚園教育 教育大附属幼稚園

８月６日（月） 道徳教育 研修センター ２回目10月19日

８月６日（月） 技術・家庭科実技 旭川市立北門中学校

８月７日（火） いじめ・不登校 研修センター

８月７日（火） 生活科・総合的な学習の時間 研修センター ２回目８月30日

～夏休み終了直後に行われる研修講座～

８月28日（火） 音楽科実技 旭川市立北都中学校

８月28日（火） 体育科実技 旭川市立北光小学校

８月29日（水） 外国語科（英語）指導 旭川市立東陽中・愛宕東小

８月29日（水） 学級活動 旭川市立北鎮小学校

８月30日（木） 算数・数学科指導 旭川市立近文小・聖園中

８月30日（木） 生活科・総合的な学習の時間 旭川市立台場小学校

３　学校事務実務　５/23・24
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平成24年度「研究協力校の紹介」

旭
川
市
立
青
雲
小
学
校

（
研
究
主
題
）

「
確
か
に
考
え
、
生
き
生
き
と
表
現
す
る
子
ど
も
の
育
成
」

～
算
数
科
に
お
け
る
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
題
解
決
の
在
り
方
～

一　

研
究
の
重
点

　

言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
が
理
由
や
根
拠
を
基

に
考
え
、
自
分
の
も
て
る
力
で
伝
え
な
が
ら
問
題
解
決
す

る
過
程
を
通
し
て
、
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
、
思
考
力
や

表
現
力
を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
る
学
習
指
導
を
目
指

す
。

二　

研
究
の
内
容
　

○�

一
人
一
人
が
基
礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に
付
け
る
指
導

計
画
の
工
夫

○�

問
題
解
決
に
向
か
い
、
集
中
し
て
学
習
に
は
げ
む
授
業

づ
く
り

○�

「
わ
か
る
・
で
き
る
、
も
っ
と
や
り
た
い
！
」
を
感
じ

る
自
己
評
価
活
動
の
工
夫

三　

研
究
計
画

４
・
５
月　

研
究
の
構
想
・
理
論
研
究

６
～
７
月　

校
内
授
業
研
究
①
理
論
修
正

８
～
10
月　

校
内
授
業
研
究
②

11
月　
　
　

校
内
授
業
研
究
③
（
含
公
開
研
）

12
～
３
月　

研
究
の
ま
と
め
、
次
年
度
の
方
向
性

旭
川
市
立
永
山
小
学
校

（
研
究
主
題
）

「
進
ん
で
学
び
、考
え
、豊
か
に
表
現
す
る
子
ど
も
の
育
成
」

～
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
は
ぐ
く
む
学
習
指
導
～

一　

研
究
の
重
点

　

国
語
科
に
お
け
る
系
統
や
ね
ら
い
を
明
確
に
し
た
指
導

計
画
の
作
成
や
目
標
達
成
に
つ
な
が
る
授
業
展
開
の
工
夫

を
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
学
び
合
い
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
。

二　

研
究
の
内
容　

○
知
的
好
奇
心
を
高
め
る
指
導
計
画
の
工
夫

○
読
解
力
を
高
め
る
授
業
展
開
の
工
夫

○
課
題
解
決
力
を
高
め
る
学
習
評
価
の
工
夫

三　

研
究
計
画

４
～
５
月　
　

研
究
内
容
の
共
通
理
解

６
～
８
月　
　

研
究
授
業
の
構
想
・
校
内
授
業
研
究

９
～
10
月　
　

実
践
研
究
発
表
会
の
構
想

11
月　
　
　
　

実
践
研
究
発
表
会

12
月
～
３
月　

研
究
の
ま
と
め
・
次
年
度
の
方
向
性

旭
川
市
立
北
都
中
学
校

（
研
究
主
題
）

「
主
体
的
に
学
び
、
自
ら
の
考
え
を

表
現
で
き
る
生
徒
の
育
成
」

～
知
識
・
技
能
の
習
得
と
活
用
力
を
育
む
授
業
づ
く
り
～

一　

研
究
の
重
点

　

生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
、
指
導
事
項
を
重
点
化
し

て
、
学
習
過
程
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
に
基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
る
。

そ
の
た
め
、
三
つ
の
視
点
に
絞
り
研
究
を
進
め
て
い
く
。

二　

研
究
の
内
容
　

○
診
断
的
評
価
を
用
い
た
生
徒
の
実
態
の
把
握

○
身
に
付
け
さ
せ
た
い
知
識
・
技
能
の
重
点
化

○
形
成
的
評
価
を
生
か
し
た
学
習
過
程
の
工
夫

三　

研
究
計
画

５
月　
　
　

研
究
主
題
の
共
通
理
解

６
月　
　
　

�

観
点
別
テ
ス
ト
の
分
析
交
流
に
よ
る
生
徒
の

実
態
把
握

８
月　
　
　

�

上
川
教
育
局
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
」

事
業

９
月　
　
　

校
内
授
業
研
究
の
指
導
案
検
討

10
月　
　
　

校
内
授
業
研
究

10
～
12
月　

授
業
公
開
週
間

２
月　
　
　

研
究
の
ま
と
め　

次
年
度
に
向
け
て
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出前講座のご活用を
　出前講座は，外部講師が要請のあった学校に赴き，専門的な知識や技能・実践の講義や演習を行います。
特別支援教育や生徒指導，小学校外国語活動をはじめ，各教科や特別活動など，各学校のニーズにお応え
できるよう努力します。
　ぜひ，研修を深める手立てとして，出前講座をご活用ください。

　申込み方法

　「研修講座開催要項」P33にあります「出前講座受講申込書」に必要事項をご記入の上，研修センターへ
ＦＡＸしてください。

出前講座１　特別支援教育

出前講座２　生徒指導

出前講座３　小学校外国語活動

出前講座４　パソコン実技

出前講座５　その他（ミニ講演会他）
 

＊各学校だけでなく市教研や上教研等からの要請にも
　お応えしています。

＊�昨年度は，「道徳教育」や「教育課程編成」のミニ講演
会を実施しました。
＊�今年度は，「放課後学習・長期休業中の学習会について」
のミニ講演会を実施しています。

教
育
講
演
会
の
ご
案
内

演
題
　
　「
元
気
な
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
づ
く
り
」

期
日
　
　
九
月
四
日
（
火
）

　
　
　
　
受
付
　
十
三
時
〇
〇
分
～

　
　
　
　
講
演
　
十
三
時
三
十
分
～

会
場
　
　
上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

講
師
　
　

野
口
　
克
海
　
氏

　
　
　（
大
阪
教
育
大
学
監
事
）

　先生方は時間に追われる中，子

どもとどう向き合ったらよいのか

迷っています。複雑多岐な課題が

山積し，どうしたらよいのか不安

を感じています。そのような日ご

ろの悩みの解消に向け，氏は学校

を元気にするには６種の神器（①

人：教職員，子ども，保護者，地

域の人　②もの　③金　④時間　

⑤情報　⑥危機管理）が必要であ

ると述べています。長年大阪の教

育をリードしてきた野口克海氏

に，もっと活力ある学校にするに

はどうあるべきか，「元気な子ど

もを育てる学校づくり」と題して

ご講演いただきます。是非多数ご

参加ください。

〈講師略歴〉
　昭和42年に大阪府富田林市立中学校教諭。

昭和57年から，大阪府教育委員会，同教職員

課参事，義務教育課長を経て，平成８年に大

阪府堺市教育長。平成10年，大阪府教育委員

会理事兼教育センター所長。平成11年，文部

省教育課程審議会委員。平成13年に，園田学

園女子大学教授，同学園中学校・高等学校校

長（兼務）を経て，平成20年より大阪教育大

学監事。

○�　保護者や教育関係者を対象に，教育をと

りまく現状や子育て，学校の果たすべき役

割など全国各地で講演され「元気」を与え

続けています。

（主な著書）
「教育はこれからがおもしろい

－改革への意欲と行動力を」

1994　㈱日本教育新聞社

「私の子ども党宣言

－攻めの教育行政をめざして」

1996　明治図書

「ボトムアップの教育改革」

1998　三晃書房

「地方発の教育改革」

2004　三晃書房
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平成２４年度　上川教育研修センターでは　　 　　　

こんなことをめざしています

試そう上川の力で、創ろう上川の力で、生かそう上川の力を

◎研修事業　【深まりを求めて】

☆第14次計画１年次の推進
　◇内容の充実（一般講座34開設）

　　・�小中合同の講座（小中授業

公開各１本）

　　・豊富な実践をもった講師陣

　　・パソコン６講座　13回開催

　◇�道研と連携した講座（ミニ道研）

　◇ニーズに対応

　　・�新たな講座（指導技術基礎，

いじめ不登校）

　　・�文化講座（書に親しもう，絵

に親しもう）

　　・�ニーズに応じた出前講座の開催

　◇�参加しやすい設定（教科指導の

分離開催）

◎�教育情報センターと
して

【つながりを求めて】

　◇研修センターだより

　　「教育研修」の発行年３回

　◇ホームページでの紹介

h t t p : / / k a m i - c e n .

hs.plala.or.jp/

　◇�研修事業・研究事業の資

料等の整理提供

　◇�教育図書，各研究所の紀

要，研究誌等の整備活用

◎研究事業【広がりを求めて】
☆第15次研究の２年次研究
　◇わかりやすい理論（研究主題）

　　・�学力の確実な育成を図る指

導と評価の在り方（目標達成

に向けた授業構築）

　◇幅広い実践検証

　　・研究協力校

　　　　　旭川市立永山小学校

　　　　　旭川市立青雲小学校

　　　　　旭川市立北都中学校

　◇成果の発表

　　・センター研究発表会

　H25年２月５日（火）

　　・研究紀要　第38号発行

（H25年３月）

○設置目的 （昭和48年７月）

・�管内の市町村が共同して行う教職員等の研修，並

びに研究に関する調査研究を実施する教育機関

○運営の基本方針
・�研修事業の改善・充実に努め，教職員の教育実践

に役立てる

・�研究事業の充実に努め，研究成果を学校等に提供

する

・教育情報センター的役割を果たす

○センター組合組織
・センター組合議会

・�センター組合教育委員

会

・監査委員

・組合事務局

○�使いやすく，親し
める研修センター

・環境整備

・�研修・研究活動の展望・

企画

○�23市町村体制によ
る運営

○�教育局からの支援
○�道研・道研連との
連携

○�大学等との連携

新設講座にぜひご参加ください
　緊要の課題である「いじめ・不登校」に対応する指導や，日常の授業のアップを図る指導技術基礎など，
新しい講座を開設しました。ぜひご参加ください。

新講座名 開催日 今年度の講座内容

指導技術基礎 ７月26日（木） 電子黒板の使い方と板書の工夫について行います。

幼 稚 園 教 育 ８月３日（金）
幼稚園の生活や幼児の発達特性を知り，就学前の様子を理解するこ

とで幼小連携を行います。

いじめ・不登校 ８月７日（火）
いじめ・不登校を未然に防ぐ指導の在り方，そして，いじめ・不登

校の対処の仕方について講義・提言を行います。

絵に親しもう １月７日（月） 絵手紙を作ることで絵画を身近に親しみ，文化的な修養を積みます。
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旭
川
市
教
育
委
員
会

　

教
育
指
導
課
主
査

櫛　

部　

治　

彦

　

　

中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
お
い
て
、「
実

生
活
で
生
き
て
は
た
ら
き
、
各
教
科
等
の
学

習
の
基
本
と
も
な
る
国
語
の
能
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
」
が
一
層
重
視
さ
れ
て
お
り
、
国

語
科
の
授
業
改
善
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、私
の
心
に
残
る
授
業
は
、

学
習
過
程
を
明
確
に
し
、「
単
元
を
貫
く
言

語
活
動
」を
位
置
付
け
た
国
語
の
授
業
で
す
。

　

本
授
業
で
は
、教
材
文
「
ず
う
っ
と
、ず
っ

と
、
大
す
き
だ
よ
」
で
身
に
付
け
た
「
登
場

人
物
の
行
動
と
自
分
の
経
験
を
結
び
付
け
な

が
ら
場
面
の
様
子
を
想
像
し
て
読
む
」、「
登

場
人
物
の
行
動
に
つ
い
て
自
分
の
思
い
を
も

つ
」
な
ど
の
力
を
活
用
し
、
単
元
を
貫
く
言

語
活
動
で
あ
る
「
お
薦
め
の
本
紹
介
」
を
す

る
た
め
に
、
登
場
人
物
の
行
動
を
中
心
に
想

像
を
広
げ
た
こ
と
を
紹
介
文
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
年
を
と
っ
た
エ
ル
フ

を
お
世
話
す
る
と
こ
ろ
」「
死
ん
だ
エ
ル
フ

を
庭
に
埋
め
て
泣
い
た
と
こ
ろ
」「
ず
う
っ

と
、
ず
っ
と
大
す
き
だ
よ
と
言
っ
て
や
る
と

決
め
た
と
こ
ろ
」
な
ど
、
登
場
人
物
の
行
動

に
気
を
配
り
な
が
ら
、
一
番
心
に
残
っ
た
場

面
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

教
師
が
「
自
分
の
経
験
と
結
び
付
け
て
考

え
さ
せ
た
こ
と
」
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
は
、

場
面
の
様
子
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
、
自
分
の

考
え
を
ま
と
め
、
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
交
流
し
た
こ
と
を
基
に
、
紹
介
文
を

書
か
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
表
現
が

深
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
書
い

た
紹
介
文
と
比
較
さ
せ
、
よ
く
書
け
た
と
こ

ろ
を
ほ
め
る
こ
と
で
、
次
時
の
「
お
薦
め
の

本
紹
介
」
へ
の
意
欲
を
高
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
自
身
に
と
っ
て
の
読
む

目
的
を
明
確
に
し
て
本
や
文
章
を
読
ん
だ

り
、
目
的
に
応
じ
て
的
確
に
内
容
を
と
ら
え

た
り
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
交
流
し
た

り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
に
必
要
な
読
む
能
力

を
調
和
的
に
育
成
す
る
こ
と
、
ま
た
、
言
語

活
動
例
を
具
体
化
し
、
授
業
に
お
け
る
読
書

活
動
を
一
層
充
実
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

心
に
残
る
授
業
そ
の


人
事
短
信

　
平
成
二
十
四
年
度
就
任
・
退
任
研
修
セ
ン
タ
ー
所
員
を
紹
介
し
ま
す
。

○研修センター所員
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　今年度も管内で多くの研究会が行われます。主に２学期開催が中心となりますが，多くの研究授業や実

践に触れて，校内研修の活性化や指導力の向上にお役立てください。研究会の詳細や申込みについては，

各校に送付されている要項をご覧になるか，当該校へ直接お問い合わせください。

大　　会　　名 教科等 会　　　　　場 開催期日

全
国

第51回日本初等理科教育研究大会 理 科 旭川市立緑新小学校 10月26日（金）

全国放送研プレ大会 放 送 教 育 旭川市立新富小学校 10月24日（水）

上

川

管

内

・

旭

川

市

内

上川へき地・複式教育研究大会管内大会 占冠村立トマム小・中学校 10月12日（金）

士別市立糸魚小学校　実践研究発表会 国 語 士別市立糸魚小学校 11月16日（金）

富沢小学校　公開授業研究会 複 式 教 育 旭川市立富沢小学校 ７月３日（火）

知新小学校　公開研究会 国語・特別支援 旭川市立知新小学校 ７月６日（金）

大有小学校　公開研究会 国 語・ 算 数 旭川市立大有小学校 ９月14日（金）

東五条小学校　公開研究会 道 徳 旭川市立東五条小学校 ９月14日（金）

大町小学校　公開研究会 算 数 旭川市立大町小学校 ９月21日（金）

近文第２小学校　公開研究会 算 数 旭川市立近文第２小学校 10月18日（木）

春光小学校　公開研究会 道 徳 旭川市立春光小学校 11月２日（金）

台場小学校　公開研究会 キャリア教育 旭川市立台場小学校 11月２日（金）

青雲小学校　公開研究会 算 数 旭川市立青雲小学校 11月２日（金）

豊岡小学校　公開研究会 算 数 旭川市立豊岡小学校 11月２日（金）

新町小学校　実践研究発表会 算 数 旭川市立新町小学校 11月８日（木）

朝日小学校　公開研究会 国 語 旭川市立朝日小学校 11月９日（金）

神楽小学校　教育実践研究発表会 算 数 旭川市立神楽小学校 11月９日（金）

向陵小学校　地域公開参観日
各教科・道徳・

音楽集会　 　
旭川市立向陵小学校 11月９日（金）

愛宕小学校　公開研究会 国 語 旭川市立愛宕小学校 11月９日（金）

永山小学校　公開研究会 国 語 旭川市立永山小学校 11月16日（金）

旭へき研究大会
教 科・ 総 合・

特 別 支 援
旭川市立旭川第１小学校 11月16日（金）

東町小学校　公開研究会 国 語 旭川市立東町小学校 11月16日（金）

神楽岡小学校　公開研究会（地域公開） 算 数 旭川市立神楽岡小学校 11月21日（水）

日章小学校　公開研究会 国 語 旭川市立日章小学校 11月22日（木）

神居小学校　公開研究会 国 語 旭川市立神居小学校 11月22日（木）

忠和小学校　公開研究会 算 数 旭川市立忠和小学校 11月29日（木）

雨紛小学校　公開研究会 道 徳 旭川市立雨紛小学校 11月30日（金）

研究会のご案内
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※
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
（
古
紙
70
％
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

発
行
日　
　

平
成
二
十
四
年
七
月
二
日

発　

行　
　

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

〒
〇
七
〇
―

〇
〇
三
六

　
　
　
　
　

旭
川
市
六
条
通
四
丁
目

　
　
　
　
　

電
話
（
〇
一
六
六
）
二
四
―

二
五
〇
一

責
任
者　
　

山　

下　

尚　

年

印
刷
所　
　

東
信
印
刷
株
式
会
社

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

五
月
八
日
～
二
十
八
日　

　
「
ス
ペ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
開
催
し
ま
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
の
食
文
化
や
生
活
の
様
子
、
さ
ら
に
、
各
地
の
名

所
や
催
し
物
、
日
本
人
学
校
の
様
子
な
ど
の
写
真
展

　

研
修
セ
ン
タ
ー
一
階
奥
の
第
二
研
修
室
の
壁
面
を
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
手
芸
、
実
践
発
表
な
ど
様
々
な
展
示

に
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。ま
た
、ご
鑑
賞
に
も
お

気
軽
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
は
研
修
セ
ン

タ
ー
ま
で
）

　

研
修
セ
ン
タ
ー
に
は
た
く
さ
ん
の
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

三
階
図
書
室　
　

：�

道
内
外
の
研
究
所
刊
行
物
や
過
去
の
研
究

会
資
料

一
階
第
二
研
修
室
：
過
去
の
研
修
講
座
の
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　

�（
講
義
・
演
習
資
料
、
学
習
指
導
案
）

　
　
　
　
　
　
　
　

教
科
書
・
専
門
書
等

研修センターの貸室・宿泊のご利用を
　教職員の研修はもとより，市民団体の研修，会合や宿
泊にお気軽にご利用ください。
貸室使用料（一般）

室　　名
午前

（９時～12時）
午後

（13時～17時）
夜間

（18時～21時）

講 堂 2,620円 2,940円 4,200円

講堂Ａ・Ｂ 1,310円 1,470円 2,100円

研 修 室
・

会 議 室
1,050円 1,260円 1,780円

和 室 520円 630円 840円

　教員等，「承認団体」が研修等で利用する場合は，上
記金額の半額となります。（冬季は上記料金に加え暖房
料がかかります。）
＊１階第１研修室に冷房設備が整備されました（無料）。
　是非ともご利用ください。

宿泊料

区　分 １人１泊につき 備　　　考

一　　　般 2,620円 暖房料は１部屋　420円

研修参加者
及び

小・中学生
1,260円

小・中学生及び教育委員会
が別に定める研修参加者
暖房料は１部屋　420円

資
料
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

上川教育研修センターのサイトが新しくなりました！
　上川教育研修センターのサイトが，リニューアルしました。

　４月よりＵＲＬが，変わりました。（http://kami-cen.hs.plala.or.jp/）
　また，サイトデザインも今までよりもさらにスッキリとした構成にして，誰でも使いやすいサイトを目指しました。

■施設概要：�研修センター利用の情報（宿

泊や貸室など）を見ることが

できます。

■研 究 室：研究紀要を掲載しています。

■開催要項：�講座の一覧や講座の要項・

申込書のダウンロードが可能

です。

■センターだより：�年間３号発行される

上川教育研修センター

だよりのバックナン

バーを掲載しています。

■資 料 室：研修センターにある様々な文献のデータベースをダウンロードして一覧を見ることができます。

■リ ン ク：教育委員会や教育関係センター・行政・研究機関・自治体の web サイトを紹介しています。


